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著者の江端公典氏は､ ４年前まで当研究所

の研究員として協同組合の基礎理論等の研究

をしておられ､ 在職当時から日本の協同組合

運動の基礎を築いた賀川豊彦や世界的な協同

組合思想の源流であるロバート・オーエンに

強い関心を持っておられた｡ 本書は､ その江

端氏が､ 学生時代より傾倒していた内村鑑三

について､ 矢内原忠雄､ 南原繁に対する影響

も含めて論じたものである｡

内村鑑三は､ 新渡戸稲造と同じように設立

されたばかりの札幌農学校で学び､ キリスト

教徒として当時の日本人に大きな影響を与え

た近代日本を代表する思想家であるが､ 近年

では､ 一部のキリスト教関係者以外では論じ

られることが少なくなっている｡ しかし本書

は､ 内村の思想は､ 憲法改正､ 教育基本法改

正が検討されている今日こそ顧みられるべき

現代的意義を有していると主張している｡

第１章は､ 1891年 (明治24年) に起きた

｢不敬事件｣ について論じている｡ この事件

は､ 一高における教育勅語奉読式において

｢御真影｣ に対する内村の拝礼が十分なもの

ではなかったというささいなものであるが､

それが天皇神格化を定めた明治憲法体制その

ものを問うような問題に発展していった｡ 本

章では､ 事件の当事者であった内村が､ 国家

神道､ 教育勅語についてどう考えていたのか

を検討している｡

第２章では内村の ｢非戦論｣ を取り上げ､

それが矢内原忠雄､ 南原繁にどう受け継がれ

たのかを論じている｡ 内村は､ 当初､ 日清戦

争を ｢義戦｣ だと主張していたが､ 戦後､ 賠

償金や領土の分割を要求し朝鮮に利権を求め

る日本の姿を見て考え方を改めるようになり､

日露戦争以降は非戦の主張を強めていった｡

こうした内村の主張は､ 矢内原忠雄､ 南原繁

(ともに終戦後に東大総長に就任) に受け継

がれ､ 矢内原は戦後 ｢絶対平和論｣ を展開し

た｡ さらに本章では､ 南原が ｢天皇退位論｣

を唱えたことや､ 南原が戦後の教育基本法制

定において中心的役割を果たしたことを紹介

している｡

第３章では､ 内村､ 矢内原の預言者性とい

うキリスト教問題を扱っており､ 第４章では､

内村､ 矢内原の ｢真理｣ 観について､ 現代哲

学に大きな影響力を有している分析哲学の真

理概念を含めて検討している｡

このように､ 本書は単なる内村鑑三の伝記

ではなく､ 内村が直面した明治憲法体制の問

題点や､ 内村の思想が矢内原忠雄､ 南原繁と

いう人物を通じてどう戦後の新憲法､ 教育基

本法に受け継がれたかを論じたものであり､

その意味で､ 本書は内村鑑三を通した憲法論､

国家論､ 法哲学の著作であるといえよう｡ こ

うした時代の課題に対して真摯に格闘した当

時の思想家､ 学者のことを考えると､ 昨今の

教育基本法改正､ 憲法改正を巡る言論状況は､

まことに ｢軽い｣ と感じざるをえない｡

本書は､ 北朝鮮問題がくすぶり続け､ 靖国

神社問題など日中戦争の総括さえまだできな

い現在の日本において､ 内村鑑三がまだ論じ

られるべき価値があることを示したものであ

り､ 極めてタイムリーで現代的意義を持った

著作である｡

また､ 協同組合運動の指導者であったライ

ファイゼンや賀川豊彦はキリスト教思想に基

づいており､ キリスト教と協同組合､ 国家と

協同組合の関係を考えるためにも､ 内村鑑三

や矢内原忠雄を研究する意義があると言えよ

う｡ 一読をお勧めしたい｡
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